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地
域
医
療
を
救
う
『
カ
ギ
』
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平
成
19
年
４
月
、
日
本
の
医
療
提
供
体

制
改
革
の
指
針
が
法
律
（
医
療
法
）
と
し

て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
高
齢
社
会
に
適
応

で
き
る
医
療
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
、

医
師
不
足
に
よ
る
地
域
医
療
の
崩
壊
を
防

ぐ
こ
と
を
最
大
の
目
標
と
す
る
こ
の
法
律

に
は
、
重
点
施
策
と
し
て
、
医
療
連
携
と

在
宅
医
療
の
推
進
が
あ
り
ま
す
。
当
院
は
、

こ
の
国
の
方
針
の
も
と
に
医
療
体
制
を
変

え
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
地
域
内
の
医
療
機
関
（
か
か
り

つ
け
医
）
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
で
診

療
を
行
う
こ
と
は
、
病
院
医
師
の
過
重
労

働
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
医
師
の
離
職
を

防
止
す
る
意
味
で
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
連
携
は
、
地
域
医
療
の
崩
壊

の
重
要
な
打
開
策
で
あ
り
、
そ
の
心
は
地

域
医
療
全
体
で
医
療
を
支
え
よ
う
で
す
。

地
域
医
療
連
携
の
中
で
の

　
　
　
　
　

中
央
病
院
の
役
割

　

中
央
病
院
は
、
地
域
医
療
の
中
核
と
な

り
住
民
の
強
い
支
え
に
な
る
た
め
「
生
活

す
る
人
間
の
視
点
」
に
立
っ
た
、
安
全
で

質
の
高
い
医
療
を
効
率
よ
く
提
供
す
る
こ

と
や
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
と
の
密
接
な

連
携
を
は
か
り
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、

そ
し
て
在
宅
医
療
ま
で
切
れ
目
の
な
い
医

療
提
供
体
制
を
地
域
の
医
療
・
福
祉
関
係

者
と
の
連
携
に
よ
り
確
立
し
て
い
く
こ
と

が
大
き
な
役
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
十
三
医
療
圏
の
中
核
病
院
と

し
て
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
た
め

に
、
情
報
の
発
信
、
地
域
医
療
連
携
の
構

築
、
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
医

療
・
福
祉
従
事
者
向
け
の
勉
強
会
な
ど
数

多
く
企
画
し
執
り
行
い
、
地
域
住
民
の
か

た
へ
き
め
細
か
い
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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高
齢
社
会
を
迎
え
た
我
が
国
で
は
、

２
０
２
５
年
に
は
寝
た
き
り
状
態
の

高
齢
者
が
２
３
０
万
人
に
達
し
、
そ

の
う
ち
５
〜
10
人
に
一
人
の
割
合
で

褥じ
ょ
く
そ
う瘡
が
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、

褥
瘡
は
深
刻
な
社
会
問
題
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

褥
瘡
は
「
床
ず
れ
」
と
も
い
わ
れ
、

一
般
的
に
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
に

お
こ
る
症
状
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

麻
痺
や
知
覚
障
害
な
ど
で
長
時
間
同

じ
姿
勢
で
い
る
こ
と
や
、
体
を
動
か

し
た
と
き
の
摩
擦
や
ず
れ
に
よ
り
、

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

褥
瘡
が
悪
化
す
る
と
、
皮
膚
の
組

織
が
壊
死
を
起
こ
し
、
骨
や
関
節
に

ま
で
及
び
、
骨
髄
炎
や
関
節
炎
、
感

染
を
起
こ
す
こ
と
で
敗
血
症
を
併
発

す
る
重
篤
な
状
態
に
至
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

中
央
病
院
褥
瘡
対
策
チ
ー
ム
は
、

地
域
内
で
の
褥
瘡
予
防
、
ケ
ア
の
向

上
を
図
る
た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

褥
瘡
発
生
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
が

あ
る
た
め
、
専
門
的
知
識
を
持
っ
た

皮
膚
科
・
整
形
外
科
・
総
合
診
療
科

の
各
医
師
と
皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定

看
護
師
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
理
学

療
法
士
、
臨
床
検
査
技
師
と
多
職
種

の
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
、
原
因
の
分

析
や
早
期
治
癒
、
予
防
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

～褥
じょくそう

瘡（床ずれ）対策チーム～

　

褥
瘡
対
策
で
一
番
重
要
な
こ
と
は

予
防
で
す
。

　

予
防
に
は
、
「
除
圧
」
、
「
ス
キ

ン
ケ
ア
」
、
「
栄
養
を
整
え
る
」
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

院
内
で
は
全
館
に
お
い
て
低
反
発

の
体
圧
分
散
効
果
の
あ
る
マ
ッ
ト
レ

ス
を
導
入
、
高
機
能
エ
ア
マ
ッ
ト
レ

ス
や
褥
瘡
対
策
用
マ
ッ
ト
レ
ス
を
常

備
し
て
い
ま
す
。

　　

ま
た
、
皮
膚
は
乾
燥
し
て
い
る
と

傷
が
で
き
や
す
い
た
め
、
清
潔
を
保

ち
、
保
湿
ク
リ
ー
ム
を
使
用
す
る
な

ど
の
ス
キ
ン
ケ
ア
推
進
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
栄
養
状
態
が

悪
い
と
皮
膚
が
脆も
ろ
く
な
り
ト
ラ
ブ
ル

を
起
こ
し
や
す
く
な
る
た
め
、
栄
養

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
（
Ｎ
Ｓ
Ｔ
）
と
も

連
携
、
積
極
的
に
褥
瘡
を
防
ぐ
た
め

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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